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○成人を迎えられたみなさん、私たちの生活を守ってくれている「憲法」を読

んでみましょう。日本国憲法は戦争の反省と長い人類の歴史的叡知から生まれ

ました。特に｢憲法第9条(戦争の放棄・戦力及び交戦権の否認)｣はこれから
の人類の在り方として世界各国から高い評価を得て、国際平和のお手本になっ

ています。○2．|世紀はもう戦争の時代ではありません。1999年ハーグ市民

平和会議でも「日本の第9条を見ならい、各国議会は自国政府に戦争

をさせない決議をすべきである」という文書が採択されています。
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望ﾝ▲今日皆さんにプレゼントされた『憲法』小冊子は､39年前の1971(昭和46)年に旧原町市が

公費で発行し、当時の原町市の全家庭12,000戸に配布したものの複刻版です。
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戦争と平調 のこと
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日本の戦後64年の平和と繁栄は、この憲法第9条（戦争の放棄）のおかげで
す。それだけでなく、日本人の誕生から年老いて死を迎えるまで、実は「憲法」
が私たちの生活のすべての面を支えてくれ、身近な生活の中で生きています。
成人の日のこの機会に、「憲法」をもう一度読んでみたいものです。
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戦力及び交戦権の否認
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誕生とともに
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個人として尊重される
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|霧I
健康で文化的な生活を営む権利を有し、国は
社会福祉、社会保障の向上や増進に努める (イラスト・朝倉悠三さん） 必
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平和とIさ､戦争がない状態にとどまらず､一人ひとりの命が脅かされずに衣食
住が確保でき、人種や性別で差別されないことです｡貧困、飢餓、抑圧や差別
のない社会で､憲法9条(戦争の放棄"戦力の不保持･交戦権の否認)と、14条(法
の下の平等)、24条(個人の尊厳･両性の平等)、25条(生存権・国の社会保障の義
務)などと結びついていますが､それらがテーマの映画が完成しました。

|蒸鶴藍督‘鮴画i『直本揃書空伽い②篭仙河11
函豪雪・多病・貧困を抱えていた岩手県の山間の小さな村・沢内村は、長く無医

村でしたが､村長の深澤晟雄(ふかさわまさお）は､「国がやらないから村がやる」
と決意し憲法25条を盾に、1960 (昭和35)年全国初の老人・乳児医療無

料化を実施します。やがて全国でも最悪の乳児死亡率だった村が、全国初の乳児
死亡“ゼロ”という記録を生みだします。■キャスト・長谷川初範、とよた真帆、
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加藤剛、大鶴義丹、宍戸開。

○毒閉日旧）
○原町塵

朝日座で上映 １
Ｊ

＜県内で最初の公開＞
N蝉

③「九条（きゅうじよう）の会」は、全国に7,500、県内でも100以上の組織ができています。

●「は局まち九条の会jは、5年前の2005年12月に結成され、憲法第9条を守り「戦争をしない国・日本」

を実現するため、党派をこえて活動する自由な市民の団体です。現在の会員は約400名。会長平田慶筆、
事務局石田賢二・早坂吉彦・井上由美・番場惠子・連絡先山崎健- (TELO244-22-863 1 )。


